『第 3 回おくすり教育推進協議会』アンケート結果
　　　　　　　　　　　　　******アンケート*******　　
1．小学校、中学校、高等学校などで授業（ 講演 ）を行ったことがありますか。　　
・（　）ない　　・（　）ある
あるとお答えの方に、内容と場所を伺います。すべて〇を付けてください。
内容　・（　）薬の正しい使い方　（　）薬物乱用防止　
場所　・（　）小学校　・（　）中学校　・（　）高等学校　・（　）その他（　　　　　　　　）

2．本日の“おくすり教育推進協議会”は授業を行う上で、参考になりましたか。　
・（　）参考になった　・（　）まあ参考になった　・（　）参考にならなかった
　　
3. 次回以降の“おくすり教育推進協議会”の内容・構成などについて、ご希望を
お知らせください。
4．ご意見、ご感想などございましたらぜひお聞かせ下さい。

　　　　　　　　　**************アンケート集計結果********************
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”第３回くすり教育推進協議会”についての希望、意見、感想など	
１．開催方法について	
・リモート開催が良い。リモート開催でもいい。（複数）
・リモート開催は仕事からの帰宅中などでも参加出来て嬉しい。参加しやすい。
・集まって話を聞ける機会が一番。会場での集まりを希望。（複数）
・４か月後にどうなっているかわからないので状況によりリモートでもやむを得ない。
・リモートですと、意見交換、質問が消極的になりがちな気がする。
・初めてズーム使用で困惑。やりなれるようになりたいと思った。

２．今回のテーマ・内容について
活動事例の紹介
・今回のような実例を引き続き紹介していただけると参考になる。
・今回のように、他地域の方の授業について伺いたい。
・他の方々が実際に授業でお話しすることを聞けるのは大変参考になった。また拝見したい。
・熱心な先生方のご活動のお話を拝聴して、大変勉強になった。
・参考になる資材教えていただき感謝している。
・授業で使用する色々な資材の紹介、使用してみての感想が聞けたのが良かった。
・先生方のお話を参考に資料など練っていきたいと思う。
・担当する薬の正しい使い方と薬物乱用の授業に、今回紹介のあった資材を参考にして授業内容のアップデートしようと思う。
・自分が現在行っている講義の方向性が悪いものではないということもわかったので安心した。
・ルーチン化されたもの実施するの楽ですが、より新しい流れを取り入れる必要を感じた。
・生徒の反応や質問等のやりとりの例など授業の様子がうかがえるとよかった。
その他
・舩田先生のお話はいつもわかりやすく、今、何が問題なのかがわかり助かる。
・加藤先生の活動報告や情熱、舩田先生のより新しい情報と解説。とても新鮮さを感じる。

３．今後のテーマ・内容の希望	
・養護の先生との連携はどうすればよいのでしょうか。
・養護教諭またはご担当される教諭の方が期待する内容、要望が知りたい。
・養護教諭と組んで行っている授業があれば参考にしたい。養護教諭のかかわり方はそれぞれ違って面白いと思う。
・養護教諭の声掛けの仕方や、薬剤師のトークの様子などそれぞれなので、より魅力的な授業を考えたときに必要かと思う。
・経験のないため、他の方のお薬授業を引き続き、拝聴したいです。
・授業の内容は伝わるのですが、欲をいうと実際の授業を見てみたい、見学してみたい。
・実際に行っている方の経験談を聞きたい。
・いろいろなツールを知りたい
・時間帯なのですが、子育て世代には本当に難しい時間です。その方たちむけに、期間限定で記録したビデオを見れるようにしていただけたら嬉しいと思った。
・このコロナ禍で、最近の薬物使用の現況、事例などについての講習会がないため、学ぶ機会を設けていただけると助かる。
・薬物乱用防止の中で、市販薬、カフェインについて、どのように取り上げているか、聞いてみたい。
・薬物乱用授業でタバコ、アルコールの話題、質問になることが多い。どの程度の内容を伝えていけば良いか迷っている。
・学校教育指導要領の変化、最新の動向が知りたい。
・各学校での【おくすり教育】の実施例を集計してほしい。
・次回大麻についてのご講演について
他国でお菓子や飲料水に大麻成分が含まれている事例や理由
他国が日本と規制レベルが違うのはこれまでの歴史が異なるためと以前伺いましたが
子供たちにわかりやすく話すために、再度具体的な理由をお聞かせ下さい。

４．その他	
・今回のZoomとても良い状態でした。
・開催前の時間に音声ミュートにする案内をした方が良いと思います。何人か音声ながれてしまっていました。
・非常に興味深い内容をご提供いただき、ありがとうございました。大いに参考にさせて頂きます。これからもどうぞよろしくお願い致します。
・リモートになり初めての参加でした。いつも通り、最新の情報が聞け、とても勉強になりました。
・業務が終了してからの参加でしたので、途中からの参加となり残念でした。次回は、最初から参加したいと思っています
・学校薬剤師として担当している学校以外から、東京都薬剤師会を通じて授業の依頼が届くことがあります。各学校にも担当の学校薬剤師がいるにも関わらず、外部に依頼する理由をお伺いすると、当該校の学校薬剤師が定例としておくすり教育を担っていないこと（担うものと学校側が理解していない）、依頼しても常態として学校薬剤師から断りが入ることが外部に依頼する理由のようです。（学校によって事情が異なります。）おくすり教育推進協議会にご参加の先生方は、積極的に授業等に取り組まれていることと思いますがむしろ、協議会に参加されていない、おくすり教育の”授業”を避ける学校薬剤師の先生方が活用できるコンテンツの開発などがあれば、有効ではないかと考えます。
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